
オールみふねがテントやＴシャツ贈呈
　９月12日、オールみふね恐竜の郷復興プロジェク
ト（福味総一郎会長）が御船街なかギャラリーにテ
ント３張と御船町に復興Ｔシャツ328枚を贈呈しまし
た。テントの色は、インディゴブルーでギャラリーの
大きな屋根の上に広がる青空をイメージ。復興Ｔシャ
ツの背中に書かれた文字は、御船高校書道部の黒岩愛
さん（３年）が書いたもの。福味会長は「復興Ｔシャ
ツは、町のイベントや災害対応などに着てチームとし
て統一し、テントは、雨天時の街なかギャラリーの中
庭に使ってください」と話しました。 　　御船町の企業74社の思いを届ける

県内最大のスポーツの祭典
　９月14・15日の両日、宇城市を主会場に県内最大
のスポーツの祭典“第74回熊本県民体育祭宇城地域
大会”が開催されました。上益城郡の代表として町か
ら16種目85人が出場し、各郡市の代表と熱戦を繰り
広げ、上益城郡は、総合６位の結果を残しました。陸
上競技に参加した緒方章太さん（御船）は「12年ぶ
りのレースでしたが、走る楽しさを思い出しました。
日ごろの運動不足や身体の衰えを感じましたが、娘の
応援が励みになりました。また、今後も挑戦していき
たい」と話しました。

リバー＆マウンテンキャンプ
　9月14・15日、リバー＆マウンテンキャンプが町観
光協会主催で開催されました。イベントには、11家
族29人が参加。これは地域おこし協力隊の藤谷隊員
が御船の豊かな自然の中で家族との思い出を作ってほ
しいという思いで企画。御船川では、カヌー体験、吉
無田高原緑の村では、自然を使った体験型キャンプイ
ベント、火起こし体験・星空観察会、スラックライン
など他にもさまざまなイベントが行われました。参加
者からは「家族で貴重な素敵な体験ができた。来年も
また参加したいです」と声が上がっていました。

上迎町で被災地支援スマイル合唱会
　９月18日、小さな森のこども園（小森志保園長）で
ＮＰＯ法人音楽で日本の笑顔を（岡田秀春理事長）によ
る被災地支援スマイル合唱会が行われました。これは、
“みんなで笑顔で歌って元気になろう”ということを目
的に行われ、地域住民など約30人が参加。合唱会では、
大津町出身のソプラニスタ木村優一さんの伴奏・合唱
指導で参加者と一緒に懐かしい曲を歌いました。地元上
迎町地区の松本積区長は「みんなで集まって歌うことで
たくさんの笑顔と元気が出てきた。今後は、地域でも笑
顔あふれるイベントを行っていけたら」と話しました。みんなスマイルで集合写真

自然を感じながら、さまざまなイベントを体験！

リレーでバトンをもらう緒方章太さん

上益城郡中学校総合体育大会～陸上競技
　９月14日、えがお健康スタジアム（熊本市）で第
43回上益城郡中学校総合体育大会～陸上競技が開催
されました。各種目で県大会に出場した選手は次のと
おりです。（敬称略）

1_代表男子100m走
2_代表女子400mリレー
3_代表女子100mハードル
4_代表男子砲丸投げ
5_代表男子走り幅跳び
6_代表男子100mハードル
7_代表男子走り高跳び

▶この記録は、郡
中体連の記録です。

種　目 氏　名 記　録
女子代表1500m 藤岡　真実（１年） ５分13秒24
女子代表100m 藤岡　真理（３年） 13秒84
女子１年100m 本田　陽菜（１年） 14秒53
女子代表80mハードル 角矢　　凛（３年） 14秒37
女子代表100mハードル 松久保沙恵（３年） 18秒69
男子代表110mハードル 永本　翔規（２年） 18秒08
男子代表走り高跳び 中村　大樹（３年） 160cm

女子
低学年400m
リレー

松田きらら（２年）
55秒31藤岡　真実（１年）

本田　陽菜（１年）
山下　寧 （々２年）

男子
低学年400m
リレー

渡邉　李凰（２年）

49秒40竹原　佑麿（１年）
藤本　律輝（１年）
永本　翔規（２年）

代表女子
400mリレー

角矢　　凛（３年）
54秒61本田　楓香（３年）

本田レイナ（３年）
藤岡　真理（３年）
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ミフネリュウから始める恐竜学入門
　９月８日、町カルチャーセンターで「ミフネリュウ
から始める恐竜学入門」をテーマに恐竜博物館特別展
記念講演会が開催されました。講師には、国立科学博
物館の真鍋真博士を招き、約270人の参加がありまし
た。参加者のうち約３分の１は県外から、また、リピー
ターは約７割に達し、「御船町ファン」の育成にも役
立っています。講演終了後は、サインなどを求める子
どもたちで長蛇の列ができ、参加者からは「あこがれ
の真鍋先生に会えて感激です。また講演を聞けたら嬉
しいです」と話しがありました。専門的な内容も分かりやすく説明する真鍋真博士

御船町営住宅小坂団地鍵渡し式
　９月14日、災害公営住宅となる町営住宅小坂団地
の入居者への鍵渡し式が行われました。町内で５件
目の完成となった小坂団地は、平屋戸建て19戸が建
ち並び、住宅正面の軒下空間を広くとり、県産木材を
使用することで温かみがあるコミュニティをつくりま
す。入居者たちは、新しい住まいを見学し、地域の人
たちと笑顔で交流しました。入居者の山下弘美さんと
西方美穂さんは「やっと落ち着くことができ、今後の
生活が楽しみ。入居者たちで助け合い、地域とも連携
を取り合いながら、生活していきたい」と話しました。 安心、温かさ、ふれあいのある暮らしが始まります
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